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■ 出 席 報 告 ■ 飛 田 委 員

【９月28日】
在籍会員 42名（内出席規定適用免除者 10名）
出席会員 29名（内出席規定適用免除者 5名）

ホームクラブ出席率 78.38％

９月７日のＭＵを含む出席率 92.31％

私達は他人(ひと)を思いやり　奉仕の理想のもと　地域社会へ貢献するよう　努めます

関西大学ＲＡＣ例会出席担当

10月12日Ｃグループ 金馬、加藤、西村
榎谷各会員

10月26日Ｃグループ 金馬、加藤、栢本
田中(弘)各会員

会場：中央体育館 図書資料室
時間：19：00～20：00

本日の例会

今週の歌 「 君が代・我等の生業 」

国際ロータリー第2660地区

北田他実夫ガバナー補佐訪問

「 クラブ協議会 」

次回例会のお知らせ(10月12日)

卓 話 「 米山月間に因んで 」

原 行 弘 奉仕活動委員

(米山担当)

前回〔９月28日〕例会記録

会長の時間 水 谷 会 長
暑さ寒さも彼岸までとは、昔からよく言われたも

ので、お彼岸が終りますと共に、やっと涼しくなっ
て来ました。本日は「ちょっといい話」をお伝えい
たします。
以前あるゴルフコンペに参加した際スタートホー

ルで前の組の一人の方が第一打を打つ前にコースに
向って脱帽してお辞儀をしておりました。気になり
ましたのでお昼の休憩の時に「なぜ？」と聞きまし
たところ「スポーツ少年団の野球でグラウンドに入
る前に礼をしてから入るように子供達に教えていま
す。自分も率先して一日楽しませていただけるよう
にお辞儀をしてからスタートするのです」との答が
返ってきました。「すばらしい」の一言でした。皆
様の会社でも、現場や倉庫に入る前に、一日の安全
と仕事への感謝を表すために取り入れて実行されて
はいかがでしょうか。

幹事報告 延 幹 事
◎次週の予定

11：00～11：50 10月度定例理事会
12：00～12：30 北田ガバナー補佐懇談
12：30～ 例会
13：00～14：00 クラブ協議会
今年度の「クラブの概況書」ご持参ください。

奉仕活動委員会 西 上 副委員長
(ローターアクト担当)

ＲＩ第2660地区ローターアクト９月度大阪北ゾーン
連絡協議会（親子会）
日時：９月27日 19：30～21：00
場所：ガバナー事務所
内容：ＲＣから見たＲＡＣの活動やＲＣとＲＡＣの

交流のあり方、ロータリアンにＲＡＣを知
ってもらうには等の意見交換がされました。
主なものとして



・ＲＡＣ例会にロータリアンが出席し、そ
の内容をクラブ例会で報告する。

・ＲＣ例会や移動例会等の事業にローター
アクトを招く。

・奉仕活動を通じてＲＣとＲＡＣの交流を
図る。

等の意見がありました。
連絡協議会は毎月開催されていますが、親子会と

称して提唱クラブが同席する会議は、年２回です。

奉仕活動委員会 大 井 委員長
今年度(2010～2011)、国際大会が2011年５月21日

から５月25日の４日間にわたり開催されます。場所
は米国ルイジアナ州ニューオーリンズです。出席さ
れる方は、事務局迄申し出て下さい。

広報委員会 成 松 委 員
クラブ広報委員長会議の報告
日時：９月25日(土) 13：30～16：00
場所：薬業年金会館
・ロータリーブランド確立のために高度なロータ
リー活動の告知を目的として、ポリオ撲滅活動
に関するドキュメンタリー番組を作成する予定。
番組制作にあたっては、協賛ＣＭという形で10
社×100万円を考えているので、ご協力をお願
いいたします。

・インターネット上の産経関西のページに各クラ
ブの記事を掲載できるようになります。詳細は
後日案内。

・ＲＩ方針もあり、会員増強、財団活動、職業奉
仕は単年度活動でなく、長期計画活動としてと
らえ、今年度松本ガバナーから３年の連続した
取り組みとします。

卓 話

「ロータリーソング勉強会」

栢 本 淑 子 会 員
本日の練習曲
♪ 君が代
♪ 日も風も星も
♪ 奉仕の理想
♪ われら日本ロータリアンの歌
♪ ローターラクトの歌
♪ それでこそロータリー

ニコニコキャンプ報告

青少年活動委員会
委員長 末 田 良 介

(大阪そねざきＲＣ)
今年の少年少女ニコニコキャンプは「星降る山で

友に出会える思い出の夏！」をテーマに、開講式で
は松本新太郎Ｇに御挨拶を頂き、枚方ＲＣ、枚方Ｒ
ＡＣのホストのもと、２泊３日のプログラムで実施
されました。心配されました天候も暑すぎるぐらい
の晴天で、申し分のない３日間を枚方野外活動セン
ターで過ごす事が出来ました。
参加されました小学校４年生から６年生の64名。

枚方ＲＡＣを中心としたＲＡＣメンバー13名が現場
リーダーとなって３日間子供たちを見守ってくれま
した。そして、青少年活動の縁の下をいつも支えて
くれているチームライラのメンバーも、裏方さんと
して協力してくれました。
１日目のカレー作りに始まり、初めての経験の子

供たちも多かった天体観測。竹のコップ作り、ダッ
ジオーブンでの丸鶏料理、ＢＢＱにキャンプファイ
ヤーと楽しい事が盛りだくさんだった２日目。最終
日も焼き板づくりと岡部泰鑑ＧＥをお招きしての閉
講式。修了証とたくさんのおみやげと思い出が出来
た３日間でした。
このニコニコキャンプを通して、自然の中で多く

の体験をし、団体生活の大切さ、助け合う事から生
まれる友情が皆さんの心に芽生え始めた事と思いま
す。この大切な経験や思い出を胸に刻んで、これか
らの学校生活やご家庭での生活に積極的に取り組ん
で頂ければ、幸いです。
最後になりましたが、約１年がかりでこのプログ

ラムを企画・実施して頂きました澤村枚方ＲＣ会長、
枚方ＲＣ小野実行委員長はじめ実行委員会メンバー、
クラブメンバーの皆さん、枚方ＲＡＣならびにＲＡ
Ｃの皆さん、そしてチームライラのみんなに感謝を
伝えたいと思います。ありがとうございました。
そして、最後の最後に、来年も無事にこの少年少

女ニコニコキャンプを吹田江坂ＲＣクラブ、関西大
学ＲＡＣのホストのもと、実施できるようになった
事に感謝して、御報告とさせて頂きます。
皆様、本当にありがとうございました。

ガバナー月信10月号より


